
５．「大阪グルメ」GoToEatキャンペーン広報活動

・「大阪グルメ」は、他のグルメサイトに比べて、後発で知名度／認知度がなかったこと
から、会員（利用者）獲得、加盟店獲得、会員の利用促進、加盟店予約推進を図るため、
３つの広報活動を実施した。

（２）Ｙａｈｏｏ／Ｇｏｏｇｌｅへのリスティング広告出稿

①Yahoo!／Googleへのリスティング広告出稿状況は以下の通り
・「GoToEat」「GoToイート」等キャンペーン名、「大阪」の地名、「居酒屋」「焼肉」

等飲食カテゴリー、「予約」という行動を組みわせたキーワードでYahoo !／
Googleで検索された場合に、広告を表示し、クリックして「大阪グルメ」へ誘導を行っ
た。

・表示回数、クリック数は下表の通り。

（１）広報活動概要
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媒体 期間 表示回数 クリック回数 クリック率

2020.10月 382,820 24,808 6.48%

2020.11月 572,332 36,026 6.29%

2020.12月 298,219 11,392 3.82%

2021.1月 65,171 1,764 2.71%

2020.10月 192,992 4,525 2.34%

2020.11月 182,649 7,285 3.99%

2020.12月 51,072 2,344 4.59%

2021.1月 4,146 176 4.25%

Yahoo

Google

②効果等
・広告出稿の結果、2020年10月、11月は、ページビュー数、会員登録数、予約件数が広告
出稿とともに、右肩あがりで増加し、後発のグルメサイトであったが、GoToEatキャン
ペーンを十分に周知することができ、利用者へのお得感、加盟店への売上増に結びつける
ことができたと考える。

・残念ながら新型コロナ感染症患者数が増加しだした2020年12月には、ページビュー数、
会員登録数、予約件数が減少した。

【Yahoo出稿広告】 【Google出稿広告】



（３）加盟店向け／会員（利用者）向けメールマガジン発行

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

会員向け 6 2

加盟店向け 3 9 3

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

会員向け 2 2 3 1 1 1 2 1

加盟店向け 2 2 5 1 1 1 1 3

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 合計（通）

会員向け 1 1 2 1 1 1 1 1 30

加盟店向け 1 1 2 1 1 1 1 1 40

2022年

2020年

2021年

①会員（利用者）向け／加盟店向けメールマガジン発行状況

②加盟店向け配信例 ③会員（利用者）向け配信例

５．「大阪グルメ」GoToEatキャンペーン広報活動

・会員向けに利用促進／予約促進を図るため定期的にメールマガジンを発行、また加盟店
には、コースメニュー掲載依頼やコロナによる休業情報などの情報更新を行うように
メールマガジンを発行した。
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（４）加盟店掲示ポスター、POP

①加盟店内において、来店客にGoToEatキャンペーン利用促進するための店内用ポスター、
感染防止対策実施ＰＲ用ＰＯＰ等を用意し、加盟店に掲示してもらい、来店促進した。

５．「大阪グルメ」GoToEatキャンペーン広報活動

②店内用ポスター
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③感染防止対策実施用POP



①会員数（利用者数）（月別）：2022年11月末時点の会員数は４,２７４名

・2020年10月から順調に予約件数を伸ばし、2020年11月14日には一日１９７件の予約
が行われた。しかし11月後半よりコロナ感染が拡大し大阪府よりポイントを利用した
予約を控えるよう大阪府民に呼びかけられたことから、予約手控え、キャンセルがな
された。緊急事態宣言が解除された2021年3月には予約が回復しだしたが、4月以降は
再び感染者拡大の波を繰り返し、予約がなされない状況が続いた。

（５）広報活動の成果

②加盟店予約件数（月別）： 2022年11月末での累計予約件数は１,７１５件

５．「大阪グルメ」GoToEatキャンペーン広報活動
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６．加盟店への代金振込業務
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⑨振込

⑩送信結果
シート

⑪受取

⑥毎月1～15日、16～31日毎に来店済データを基に
振込データ／全銀データ抽出

毎月15日、月末に
⑦総合振込
一覧表

⑧データ伝送
依頼書

（２）月２回の振込実施

・加盟店で利用されたポイントについては、不正確認を行ったうえで承認を行い、毎月
1～15日／16～31日の２期間で取りまとめ、加盟店の登録銀行口座に振込を実施した。
振込手数料については表示灯で負担した。

（１）振込体制
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７．実績確認監査等事業者への報告

【実施内容】
①日別のポイント付与・利用の実績、また加盟店への振込実績について、それらの報告様式
と頻度を、実績確認監査等事業者と協議の上で確定し、実施した。

②この定期報告を円滑に行うため、キャンペーン開始に併せて、定められた様式での実績デ
ータ自動生成の機能を管理システムに追加実装した。

③キャンペーン開始前にダミーデータで運用テストを実施した。

④キャンペーン事務局側とシステム管理側のそれぞれで、提出する実績データの確認を行う
ことができる体制で運営を行った。

⑤実績確認監査等事業者との連絡窓口の担当者をキャンペーン期間中は固定とし、不正・
データ不備など実績確認監査等事業者からの問い合わせ対応窓口業務を円滑にした。

（１）実施概要

（２）実績確認監査等事業者への報告

・実績確認監査等事業者への報告、連携は「令和２年度Go To Eat キャンペーンに係る事業
のうちオンライン飲食予約委託事業応募要領」内の「仕様書」に沿って実施した。
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８．相談窓口・申請案内等事業者との連携

【実施内容】
①毎週月曜日に前週までの新規登録加盟店リストを自動
生成する機能を管理システムに実装し、相談窓口・申
請案内等事業者から、新規加盟店舗宛てに感染症対策
啓発物の送付を依頼した。

②キャンペーンの最新情報提供のため、GoToEatキャン
ペーン公式サイト（https://gotoeat.maff.go.jp/）へ
の誘導リンクを、予約サイト内に設置した。

（１）実施概要

・相談窓口・申請案内等事業者との連携は「令和２年度Go To Eat キャンペーンに係る事業
のうちオンライン飲食予約委託事業応募要領」内の「仕様書」に沿って実施した。

（２）相談窓口・申請案内等事業者との連携
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９．不正防止対策

本キャンペーン効果を上げるために不正利用を防止するため、以下の監視を全予約に対
して実施した。

①会員（利用者）の不正なポイント付与及び利用を防止するための確認を行った。

②加盟店関係者への不正なポイント付与、加盟店関係者のポイント利用を防止するため
の確認を行った。

上記の監視を行うことにより実施した結果、ポイント付与について加盟店関係者が自店
舗へ予約している疑義があったことから、ポイント付与を認めないケースがあった。

また、加盟店開拓においては、訪問による加盟店要件の確認を行うことで、実態のない
店舗の偽装加盟の防止を行った。

（１）実施概要

・不正防止対策は「令和２年度Go To Eat キャンペーンに係る事業のうちオンライン飲
食予約委託事業応募要領」内の「仕様書」に沿って実施した。

（２）実施内容
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１０．コールセンター等お問い合わせ対応

（１）実施概要

・コールセンターの設置は「令和２年度Go To Eat キャンペーンに係る事業のうちオン
ライン飲食予約委託事業応募要領」内の「仕様書」に沿って実施した。

（２）実施内容

①コールセンター概要

名称 大阪グルメお問い合わせセンター

開設期間 2020年10月1日～2022年11月30日 月～金
＊休業
土・日・祝日
年末年始（12/30～1/4）
夏期 （2021年8/13～8/17）

（2022年8/11～8/15）

設置場所 表示灯株式会社大阪支社内、および東京本社内

電話番号
メールアドレス

大阪支社 06-6202-2611（総合）
加盟店用メール osaka-support@eguru.jp
消費者用メール Osaka-info@hyojito.co.jp

スタッフ人数 大阪支社内 （電話対応 ）専任1名
東京本社内 （メール対応）3名

対応時間 9:00～17:45（月～金）
＊休業時は個別対応

②要員配置計画

2022年

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

管理者

（東京本社）

スタッフ①

（大阪支社）

スタッフ②

（東京本社）

スタッフ③

（東京本社）

主な作業内容

・加盟店参加の問い合わせ、加盟店開拓部門への取次

・消費者からGoToEatｷｬﾝﾍﾟｰﾝ参加方法の問い合わせ

・加盟店からの管理画面操作の問い合わせ

・加盟店からの給付金振込日の問い合わせ

・閉業にあたっての手続きの問い合わせ

・会員からのポイント付与日の問い合わせ

・会員からのポイント付与されないクレーム対応

・会員からのメール配信停止依頼対応

・加盟店のポイント申請処理の遅れに対しての加盟店

連絡 など

2020年 2021年

センター全体管理／期間内対応（時間外、休業時対応含む）

電話対応業務／月～金 9:00～17:45 ＊時間外、休業時含まず

メール対応業務／月～金 9:00～17:45 ＊時間外、休業時含まず

メール対応業務／月～金 9:00～17:45 ＊時間外、休業時含まず

－２１－
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①お問い合わせ内容の傾向としては、
【会員（利用者）、消費者】
・キャンペーン開始直後は「飲食したがいつポイントが付くのか」「子供は人数カウン
トの対象外なのか」が多かった。

・ポイント付与の終了直後については「なぜポイントが付与されないのか」とクレーム
が増えた。

・新型コロナウイルス感染症が拡大している時期は「メルマガの配信停止依頼」が目立
った。

【加盟店、飲食店】
・GoToEatキャンペーン開始直後は「キャンペーンへの参加希望」のお問い合わせが
多かった。

・予約が入りだした頃からは「大阪グルメ管理画面の操作」や「給付金はいつ振り込ま
れるのか」についての内容が多かった。

②加盟店での、ポイント利用した会員（利用者）の来店後のポイント申請処理の遅れがあ
り、その処理について加盟店との連絡が多かった。

（３）受付状況

１０．コールセンター等お問い合わせ対応
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１１．ポイント付与／利用状況

①実施期間中のポイント付与数 6,038,000 利用数 5,016,600 であった。
②付与されたポイント数に対して、ポイント利用率は８３％であった。
③2021年4月以降は、コロナ感染の波があり、加盟店への予約が手控えられたことで
ポイント利用が進まなかった。

【参考】大阪府コロナ感染者数推移

（１）ポイント付与・利用状況

－２３－



１２．所感

①その後、ポイント利用の予約促進を図る中、大阪府でも新型コロナウイルス感染症に感
染した者が増加し、2020年11月24日、大阪府新型コロナウイルス対策本部会議にて
GoToEatキャンペーン事業で付与されたポイントを利用した飲食を控えることとの方針
を決定し、府民への呼びかけもあり、予約がされなくなった。加盟店の書き入れ時であ
る忘年会予約に、本キャンペーンの貢献ができなかったことは誠に残念であった。

②2021年1月には更に新型コロナウイルス感染症に感染した者が増加し、2021年1月14日
には大阪府にも緊急事態宣言が発出され、予約が入らない日々が続いた。

③2021年3月7日に大阪府でも緊急事態宣言が解除され、ポイント利用の予約が一気に増加
した。キャンペーン期間の延長もあり、大阪府の飲食に弾みが付き、このままの勢いで
ポイント利用が進むと思ったが、2021年4月5日にはまん延防止等重点措置が出され、再
び緊急事態宣言が発出され、予約停滞期が最後まで続くこととなった。

④2021年4月以降は、新型コロナウイルス感染症の波の繰り返しで、GoToEatキャンペー
ン自体の勢い、認知が盛り上がらず、大阪グルメ会員（利用者）へポイント利用の予約
を勧奨するが増えず、ポイント利用率は83.1％に留まった。

（１）順調なスタート

・2020年8月25日に令和２年度GoToEatキャンペーンに係る事業のうちオンライン飲食予
約委託事業に「大阪グルメ」が採択され、急ぎ各種の準備を行い、2020年10月1日キャ
ンぺーン開始に間に合わせることができ、スタートすることになった。テレビでのキャ
ンペーンの報道もあり、順調に加盟店での予約も進み、ポイント付与も右肩あがりで増
加しキャンペーン事業の貢献につながったと考える。

（２）想定外のポイント付与終了

①本キャンペーンが全国展開でもあり、ポイント付与予約自体が想定よりも早く消化され、
大阪グルメでは順調に予約件数が増加した。忘年会シーズンの予約を迎え、これから更
に予約件数の増加を想定していた矢先の2020年11月14日に割り当てられたポイント付与
数を終了することになった。

②「大阪グルメ」はサービス開始１年後で認知度が低かったこともあり、10月1日から徐々
に認知度の高まりとともに予約件数が増加し、このままの勢いで2021年1月末までに予
約が進むと当初計画時のポイント付与数も達成し、キャンペーン貢献ができる見込あっ
た。

（３）コロナに振り回されたキャンペーン
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１２．所感

①キャンペーン実施にあたっては、加盟店、会員（利用者）ともにトラブルなく遂行する
ことができ、飲食店業界へのキャンペーン貢献ができたと考える。

②加盟店にとってはコロナ禍において来店客がいること自体に感謝していただき、キャン
ペーン実施効果は大いにあったと考える。

③キャンペーン期間延長期間については、当初の盛り上がりに欠けてキャンペーン認知も
低下していたことから、期間延長だけでなく追加のポイント付与策などを絡めて実施し
飲食店支援を行うことができれば、より効果が上がったのではないかと考える。

（４）飲食店、会員（利用者）への一定の成果
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